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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月27日(2011.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの音声信号に含まれた音声情報を認識するために前記音声信号を検知し分析する
、音声認識システムの動作方法であって、
　受信品質を表す受信品質値またはノイズ値を決定し、
　前記受信品質値が受信品質閾値より下がったとき、または前記ノイズ値がノイズ閾値よ
り上がったとき、前記音声認識システムのバージイン動作モードを非アクティブ化し、前
記受信品質値が前記受信品質閾値より上がったとき、または前記ノイズ値が前記ノイズ閾
値より下がったとき、前記バージイン動作モードをアクティブ化する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記受信品質値が前記受信品質閾値より上がったとき、または前記ノイズ値が前記ノイ
ズ閾値より下がったとき、前記音声認識システムは自動的に前の動作モードにリセットさ
れることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信品質値が前記受信品質閾値より下がったとき、または前記ノイズ値が前記ノイ
ズ閾値より上がったとき、前記音声認識システムは前記ユーザにアラート信号を出力する
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信品質値または前記ノイズ値はボイスアクティビティディテクタにより決定され
ることを特徴とする、請求項１ないし３いずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信品質値または前記ノイズ値は、ユーザの発話の始まる前および／または音声ポ
ーズ中に受信したバックグラウンド信号に基づいて決定されることを特徴とする、請求項
１ないし４いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ボイスアクティビティディテクタは、前記受信品質値または前記ノイズ値を会話制
御デバイスに入力し、および／または前記受信品質値が前記受信品質閾値より下がったと
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き、または前記ノイズ値が前記ノイズ閾値より上がったとき、受信悪化表示信号を前記会
話制御デバイスに入力することを特徴とする、請求項１ないし５いずれか一項に記載の方
法。
【請求項７】
　前記受信悪化表示信号が受信されたとき、および／または前記受信した受信品質値が前
記受信品質閾値より下がったとき、または前記ノイズ値が前記ノイズ閾値より上がったと
き、前記会話制御デバイスは前記ユーザにプロンプトを出力し始め、受信状態が貧弱であ
るという情報を与えることを特徴とする、請求項１ないし６いずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記受信品質値を前記受信品質閾値より下にしている、または前記ノイズ値を前記ノイ
ズ閾値より上にしている障害のタイプに関して入力信号を分析し、この情報を含むプロン
プトを前記ユーザに出力することを特徴とする、請求項１ないし７いずれか一項に記載の
方法。
【請求項９】
　ユーザの音声信号を検知する手段と、
　前記音声信号に含まれる音声情報を認識するために、前記検知した音声信号を分析する
音声認識デバイスとを有する音声認識システムであって、
　受信品質を表す受信品質値またはノイズ値を決定する品質制御デバイスと、
　前記受信品質値を所定の受信品質閾値と比較し、または前記ノイズ値を所定のノイズ閾
値と比較するコンパレータと、
　前記受信品質値が前記受信品質閾値より下がったとき、または前記ノイズ値が前記ノイ
ズ閾値より上がったとき、前記音声認識システムのバージイン動作モードを非アクティブ
化し、前記受信品質値が前記受信品質閾値より上がったとき、または前記ノイズ値が前記
ノイズ閾値より下がったとき、前記バージイン動作モードをアクティブ化する制御手段と
を有することを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　コンピュータプログラムであって、コンピュータで実行されたとき、前記コンピュータ
に、請求項１ないし８いずれか一項に記載の方法に含まれるすべてのステップを実行させ
ることを特徴とするプログラム。
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